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序章 はじめに                

 

１ なぜ「いいね！いぬやま総合戦略」が必要なのか？ 背景と目的  
 

日本の人口は平成 20年(2008年)をピークに減少局面に入っており、人口構成も大きく変化していま

す。犬山市でも、平成 21年（2009年）をピークに、人口は減少傾向に転じています。 

こうした背景のもと、今後も不安のない、安定した市民の「暮らし」を守り、市全体に活力があり自

立したまちを維持していくため、平成 28年（2016年）３月に、第１期となる「いいね！いぬやま総合

戦略(人口ビジョン・総合戦略)」を、令和２年（2020年）３月には、第１期総合戦略が終了を迎えるに

あたり、切れ目なく事業を実施していくため、必要な見直しを実施し、「第２期 いいね！いぬやま総合

戦略」を策定しました。 

こうした中、「第２期 いいね！いぬやま総合戦略」を策定後の令和３年度から令和５年度の３年間

で、総人口が 1,334名減少し、依然として人口は減少傾向にある一方、外国人は 206名増加しており、

市民全体に占める外国人比率は高まっています。また、令和４年以降は出生数が 400名を下回り、さら

に、令和元年以降令和４年まで、増加又はほぼ横ばいの傾向であった市内への転入・市外への転出によ

る社会増減は、令和５年は 200名を超える減少となっています。 

こうした状況を踏まえ、止まることがない人口減少の局面においても、まちの活力を維持し、また、

安定した市民サービスを提供し、将来の犬山を支える子どもたちに安心できる未来を残すことができる

基盤を維持するため、令和７年（2025年）３月の「第２期 いいね！いぬやま総合戦略」の計画期間の

満了を迎えるにあたり、第２期 いいね！いぬやま総合戦略に必要な見直しを実施し、新たな総合戦略

「いいね！いぬやま総合戦略 2025-2030」（以下「本総合戦略」という。）を策定します。 

なお、令和５年（2023年）３月に第６次犬山市総合計画を策定した際、新たな人口ビジョンを策定し

ているため、今回は人口ビジョンの改定は行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  位置付けと計画期間 
 

総合戦略は、上記の状況を改善することに特化した計画です。 

国「デジタル田園都市国家構想総合戦略」（計画期間：2023～2027年度）と、愛知県「愛知県まち・

（犬山市の現状） 
 

● 人口の減少・少子高齢化の傾向は、今後も続くと推計されている 

● 「住むまち」としてまちの活力を維持し、また、安定した市民サービスを

提供し、将来の犬山を支える子どもたちに安心できる未来を残すことができ

る基盤を維持する必要がある 

安心・快適に暮らせるまちのため「いいね！いぬやま総合戦略」を策定します 



2 

ひと・しごと創生総合戦略」（計画期間：2023～2027年度）の総合戦略を踏まえ、目指すべき人口の目

標である「人口ビジョン」と人口減少の克服や地方創生に資する戦略を取りまとめた「総合戦略」で

構成します。 

市の最上位計画であり全体計画である「第６次犬山市総合計画」を始め、各個別計画との整合を図

りながら施策を進めます。計画期間は次のとおりとします。 

 

 

 

  

人口ビジョン 2060年 

総合戦略 
令和７年度～令和 12年度 

（計画期間：2025～2030年度） 



3 

●誇れるものは「伝統文化」「観光施設」 

「豊かな自然」 

◆市民アンケート調査などから、特に「豊かな自然」と

「歴史」に対する市民の思いは強く見られます。 

◆伝統文化や自然、犬山城をはじめとした歴史遺産や

文化財など固有の資源を郷土の誇りとして大切に守

り、愛着を深めていくことが大切です。 

◆また、市民一人ひとりがその魅力をおもてなしの心

で発信し、市外から訪れる人とのふれあいと交流を

深めることが重要です。 

●「地域のつながり」「人の優しさ」を実感

できる 

◆新たな総合戦略の策定にあたって実施した市民アン

ケート調査では「市民活動に参加している市民の割

合」は増加しており、地域コミュニティやボランティ

アなどの活動が活発に行われています。また、第６次

犬山市総合計画策定にあたり令和３年に実施した調

査では、多数の人が「地域でのつながりや支えあいを

大切にしているまち」と感じています。 

●地域での課題にも直視が必要 

◆市民アンケート調査では、「地域での人間関係がよ

い」と答える数が一定数あった一方で、住み続けたく

ない理由として「地域内での人間関係がよくない」と

する回答や、町内会活動への抵抗感、市民として観光

施策に対する意見もあり、犬山市全体での地域の課

題としてとらえていくことが必要です。 

●観光客数は回復傾向にあるが・・・ 

◆犬山城や城下町を訪れる観光客は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響を受け、減少傾向が続いていまし

たが、回復傾向にあります。最近では、観光客が増え

たことによる影響も出ています。また、観光の恩恵を

市域全体に行き渡らせることが求められます。 

◆城下町地区へ観光客が多く訪れるというメリットを

活かして、市内の他地域や、様々な産業の発展に繋げ

ていくことが必要です。 

◆観光地としてのブランド力を市全体で高めることに

より、「通過点」ではなく「目的地」として選ばれ、

宿泊者数増や、インバウンド需要などにもつなげて

いくことが求められています。 

 

●インフラの整備も重要 

◆「災害が少ない」という意見がある一方で、災害に備

えた市民への啓発機会及び地域での防災活動の促進

や、街路灯・防犯灯・防犯カメラの設置、歩行者が安

全に利用できる道路環境の整備など、安全・安心のま

ちづくりをさらに進めることが求められています。 

◆「交通の便が良い」という人が多くいる一方で、「交

通の便が悪い」という意見も相当数あり、地域や移動

手段によって明暗が分かれているものと推測されま

す。誰もが生活に困らないよう移動手段の確保が必

要です。 

●犬山の魅力や情報を効果的に発信するこ

とが必要 

◆観光面での魅力だけでなく、犬山の「住むまち」とし

ての魅力を、様々なメディアや媒体を活用して内外

へ効果的に発信、積極的にＰＲすることが求められ

ています。 

◆快適な住環境と自然の豊かさをあわせ持つ、多様な

選択肢がある暮らしをアピールすることで、ステー

タス性を高めるなど、戦略的なプロモーションを展

開し、子育て世代から選ばれ、暮らしたくなるまちを

実現することが必要です。 

 

３ 策定のヒントがここにある！ 犬山市の特徴と課題の整理 
 

令和６年に実施した市民アンケート調査、各種統計情報、審議会での意見などをもとに、犬山市の「特

徴」と「課題」を整理しました。これは戦略策定のための重要なヒントです！ 

（１）まちの状況 
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●若い世代の流出と人口の減少 

◆平成 27（2015）年と令和２（2020）年の国勢調査で

は、転出が原因と思われる 20歳・30 歳代の減少が顕

著となっています。 

◆令和６年 12 月１日現在の人口は、71,339 人で前年同

月から 782 人の減少となっています。 

●宅地開発と地域人口の増加に相関関係が

ある 

◆国勢調査によると、本市のＤＩＤ（人口集中地区）の

人口は減少が続いています。 

◆大型団地などの宅地開発の影響により、人口が増加し

てきた経緯がありましたが、近年では大型団地の開発

は行われず、転入希望者の受け皿を十分に確保できて

いません。 

◆平成 27（2015）年から令和２（2020）年にかけての

地区別人口の推移を見ると、犬山地区は増加、池野地区

は横ばいですが、城東地区、羽黒地区、楽田地区では、

減少しています。 

●近隣市町への流出 

◆名古屋市や近隣市町（春日井市、小牧市、一宮市、江

南市、大口町、扶桑町）との転出入の状況を見ると、

従前の総合戦略である第２期総合戦略策定時よりも

転入超過になっている市町村が増えているものの、

名古屋市、江南市、扶桑町に対しては転出超過となっ

ています。 

●晩婚化・晩産化と出生数の減少 

◆本市においても、全国同様に未婚率が高まるととも

に、初婚年齢が上昇傾向にあり晩婚化が進行してい

ます。また、母の出産年数が上昇傾向にあります。 

◆2010 年から出生数は減少し続けています。この原因

には、若い世代の流出や未婚化・晩婚化・晩産化、ラ

イフスタイルの変化など様々な要因が考えられま

す。 

●基幹産業は製造業 

◆令和２（2020）年国勢調査から、本市における就業構

造をみると、男性は「製造業（7,023 人）」、女性は「医

療・福祉（2,934 人）」の従事者が最も多くなってい

ます。全体では、従前どおり「製造業」従事者が最も

多く、雇用の受け皿、市の産業を支える中心的存在と

して「工業」の影響が大きくなっています。 

●商業（小売業）は厳しい状況 

◆令和３（2021）年経済センサス活動調査から、小売業

に係る項目を近隣９市町（春日井市、犬山市、江南市、

小牧市、岩倉市、大口町、扶桑町、各務原市、可児市）

で比較すると、犬山市は過去より上位となりました

が、どの項目も下位となっています。 

・事業所数/人（６位）    ・従業者数/人（６位） 

・年間商品販売額/人（６位） ・売場面積/人（９位） 

●市内で買い物をする人の割合が少ない 

◆市民アンケート調査では、買い物や外食が不便であ

ることから他の市町村へ移りたいと考える人が多く

いました。商業施設等の充実が望まれています。 

●耕作者の高齢化や農地保全の対応が必要 

◆令和２（2020）年の国勢調査によると、農業を仕事と

している基幹的農業従事者の 88.2％が 65 歳以上で

す。耕作放棄地面積も増加傾向にあり、耕作者の高齢

化や担い手不足に伴い、将来耕作できなくなる、いわ

ゆる「耕作放棄地予備軍」も潜在しています。 

●誰もが活躍できる支援・仕組みが必要 

◆女性の活躍の場として、多様で魅力的な働き方を実

現できる環境の整備が求められています。 

◆令和５（2023）年の 65 歳以上の老年人口は 29.4％に

達しており、高齢者の活力を活かした地域づくりが

求められています。年齢や国籍、性別などを問わず、

多様な主体が新たに地域の担い手となり活躍できる

よう、人材の発掘と育成が必要です。 

 

 

 
これらの強みを伸ばして、弱みをしっかりと改善すれば、必ず、持続可能な活気あるまちであり続ける

ことができると考えます。 

 ※ 特徴(●)と課題(●)を色別に分類 

（２）ひとの状況            （３）しごとの状況 
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１章 人口ビジョン                

１ 将来人口の目標をどこに置くのか？ 人口ビジョン 
 

第２期 いいね！いぬやま総合戦略では、第１期 いいね！いぬやま総合戦略の人口ビジョンをそのまま

引き継ぎ、2060年の人口ビジョンは 61,000人としていました。これは、将来の人口を推計すると（基本

推計※）、2060年に約 51,600人となってしまう人口を、約１万人増やそうというものです。 

第１期 いいね！いぬやま総合戦略策定時点（平成 27年（2015年）３月）では、令和２年（2020年）

の人口は 73,975名としていましたが、令和５年（2023年）３月の「犬山市人口ビジョン」策定時には、

令和２年（2020年）の人口は 73,090名であり、2060年の基本推計値も約 51,300人まで減少するとさ

れ、目標人口を 60,000人としており、本総合戦略でも同一のビジョンとします。 

※ 国勢調査値による国立社会保障人口問題研究所の推計を基に、移動率について、より直近の値に置き換えて求めた推計値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71,047
68,330

65,409

62,585

60,002

57,404

54,516

51,305 

73,090 

71,681 
69,818 

68,139 
66,500 

65,113 
63,745 

62,138 
60,250 

73,665 

73,268 

72,693 

72,331 

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

基本推計 人口ビジョン 住民基本台帳

出生率を高めます 移動率を改善します 

基本推計値 

約 9,000人 

人口ビジョンの推計値 

2060年人口ビジョン 
 

 

(基本推計値に対し 9,000人プラス) 

60,000 人 

（合計特殊出生率） 

 

平成 25～29年（2013～2017年）：1.36 

→2040年：1.55・2060年：1.75の実現 

◆市民の出産・子育ての希望を叶える 

移動率改善（30～39・０～９歳の転入増

加、25～29・30～34歳の転出抑制） 

◆若年世帯の転出を抑えつつ、転入増を誘導

する 

◆居住地として選ばれるよう魅力を高める 

●目標人口 60,000 人達成のために何が必要なのか？ 

を堅持します 
 

 

実績値 
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地域経済の縮小や担い手不足、税収の

減少等に対応するためにも、若い世代の

構成比を高めることが重要です。 

60,000 人の人口ビジョン(人口の目

標)を達成する中で、少子高齢化の傾向

に歯止めをかけ、生産年齢人口の維持に

つなげることにより行政サービスを維

持し、持続可能なまちが実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口ビジョンの総人口(2060 年)は 60,000 人ですが、ピーク時の人口と比べると 15,800 人近くの人口

が減少することになります。 

今犬山市に住んでいる市民が、まちに愛着を持ち、働き手としてだけでなく、地域の担い手、新たなま

ちの魅力の創造者として、誰もが生涯にわたって、希望や生きがいを持って働き、また、安心して暮らし

ていける地域づくりを進めることで、そのまちの魅力が、市外からの転入者を誘引することにつながりま

す。人口減少を迎える中での移住促進にあたっては、まずは、定住促進につながるまちづくりを進めるこ

とが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

実現の

ために 

 
実現の

ために 

実現のためには、犬山に必要な「具体的な戦略」が求められます 

年齢構成比が改善 

犬山市に愛着がもてる人を増やします 

子育て施策の充実、新市街地の形成など 

シティプロモーションの展開、定住・移住の促進 

デジタルの活用など 

 

人口ビジョン推計値 

現状 73,090 人 

60,000 人 

51,000 人 

基本推計値 

●人口減少を補うことが必要ではないか？ 

●60,000 人を達成すると何が変わるのか？ 

人口ビジョン推計値の 60,000 人

を達成しても、現状よりも 13,000

人程度の人口減となり、それによ

る地域活力の低下を抑えるため、

犬山市に愛着をもった人材の確保

を目指します 

13.0 %

9.5 %

53.7 %

52.2 %

33.3 %

38.3 %

0.0 % 10.0 % 20.0 % 30.0 % 40.0 % 50.0 % 60.0 % 70.0 % 80.0 % 90.0 %100.0 %

人口ビジョン

基本推計

年少人口比率

(0-14歳)

生産年齢人口比率

(15-64歳)

老年人口比率

(65歳以上)
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２章 いいね！いぬやま総合戦略             

１ 総合戦略の基本的な考え方 
 

総合戦略では、人口ビジョンに示した、人口減少状況を改善し、目標とする人口 60,000人を達成する

とともに、経済の縮小を改善していくため、今後６年間に取り組むべき目標と事業を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

戦略策定の考え方(視点) 

【人口ビジョン】 

2060年の総人口 60,000 人 

新しくゼロから生み出すことはもちろん、今ある制度や仕組みを工夫したり、異なる

分野をかけ合わせたりして新しい価値を創り出し、より良い施策展開につなげます。 

地域にある多様な資源の可能性と潜在力を引き出し、磨き上げ、フル活用します。 

様々な分野において課題の本質を捉え、打開する方法を見つけ、新たな挑戦をしつつ

も、変わらないこだわりも大切にします。 

を達成するには 

人と地域を強く意識 

最も大切なのは「人」。そして「地域」です。「人」と「地域」を大切にし、地域を愛

する気持ちを高めることで、誰もが活躍できる、住み続けたくなる、寄り添い、関わり

を維持したくなる、豊かな気持ちを感じるまちになることができると考えます。 

戦略策定の目的 

① 人口減少を食い止める 

② 地域の活力を維持する 

が必要 

上記２つの目的に特化した６年間に取り組むべき目標と事業の設定が必要 

チャレンジとこだわり 

地域資源をフル活用 

新しい価値の創造 

出生率の向上 移動率の改善 
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２ 目指す方向性と達成のために必要な目標 

 

前ページ「総合戦略の基本的な考え方」を踏まえ、戦略が目指す方向性と必要な目標を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“豊かさを実感できるまち” 
人、地域や産業、資源など様々な分野でつながり、新たな価値や多彩な活動の創造により、こ

れからの未来を切り拓き、次代へつながる持続可能なまちづくりを進めることが大切です。 

このまちに暮らしている、子どもからお年寄りまで市民一人ひとりが、犬山の暮らしを通じて

豊かさを実感し、「これからずっと住み続けたい」と思えるまち、そうした実感が周りの人にも

「犬山市に住みたい」と思われるまちを目指します。 

 

総合戦略に具体的な取組みを設定 
実現のために６年間に最優先して取り組むべき目標と行うべき事業を定めました。 

戦略の方向性 

犬山に暮らす人も 犬山を訪れた人も 

訪れたい 
まち 

暮らしたい 
まち 

活躍したい 
まち 

“豊かさを実感できるまち”の達成に必要な目標 
３つの「まち」の実現で「犬山をもっと好き」になる！ 

犬山の地域資源の魅力を市

外と市内の両方に広めるこ

とで「たくさんの人が交流

する、市域全体がにぎわい

の絶えないまち」になりま

す。特に「犬山を大切にし

誇りに思う気持ち」を育み

ます。 

犬山らしい暮らし方・犬山

ならではの価値観を提案・

発信し「住むまち」の魅力

を高め、「いつまでも住み

続けたいまち」・「住んで

みたいまち」になります。 

「農業、商業、工業、観光

に活気がある」まち、女

性、若者、高齢者、障害

者、外国人など「誰もが活

躍できる居場所と出番があ

る」まち、「地域の多様な

主体が交流・協働する」ま

ちになります。 



３ 第２期総合戦略の達成状況

いいね！いぬやま総合戦略では、人口ビジョンとＫＰＩ（目標指標）といった数値目標を設定しています。

これらの数値目標を使って、第２期総合戦略の達成状況を確認します。

ＫＰＩの達成状況

ＫＰＩ（目標指標） 策定時 目標値 現状値 達成状況

合計特殊出生率
1.57

（平成26年）
1.63

（令和６年）
1.32

（令和４年）※1
未達成

社会移動人口 ※2
224人転入超過

（令和元年）
200人転入超過

（令和６年）
211人転出超過

(令和５年)
未達成

今後も犬山市に住み続けたいと
考える市民の割合

90.9%
（令和元年）

93.0%
（令和６年）

92.6%
（令和６年）

未達成

基本目標 気持ちいい住環境「暮らしたいまちがある」

基本目標 居場所と出番「活躍したいまちがある」

基本目標 人の交流「訪れたいまちがある」

ＫＰＩ（目標指標） 策定時 目標値 現状値 達成状況

事業所数
2,545

（平成28年）
2,545

（令和６年）
2,433

（令和６年）
未達成

市民活動に参加している市民の
割合

8.7%
（令和元年）

18.0%
（令和６年）

11.0%
（令和６年）

未達成

ＫＰＩ（目標指標） 策定時 目標値 現状値 達成状況

主要な観光施設（※3）への観光入
込客数

262万人
（平成30年度）

272万人
（令和６年度）

221万人
（令和５年度）

未達成

犬山市のまちに愛着を感じる市民の
割合

81.4%
（令和元年）

85.0%
（令和６年）

83.6%
（令和６年）

未達成

※１ 平成30年から令和4年の合計特殊出生率
（出展 人口動態統計特殊報告（平成30年から令和４年 人口動態・保険所・市区町村別統計／令和６年４月公開））

※２ 各年１月１日から12月31日における転入者数から転出者数を差し引いた社会増減数（その他増減除く）

9

※3 国宝犬山城、犬山市文化史料館、犬山焼き見学、どんでん館、木曽川うかい、博物館明治村、リトルワールド、
日本モンキーセンター、日本モンキーパーク、有楽苑（国宝茶室如庵）、犬山カンツリー倶楽部、お菓子の城



10

人口のビジョンの達成状況

４ 新たな総合戦略策定にあたって

第２期総合戦略の検証結果の反映

新たな総合戦略の策定にあたっては、第２期戦略を検証し、事業の見直しを実施しま

した。令和７年４月からは、この総合戦略に基づいて、より効果的・効率的に、まち・

ひと・しごと創生に取り組みます。

社会情勢の変化等への対応

国や県の総合戦略の勘案

第２期総合戦略策定から４年が経過し、犬山市を取り巻く状況は変わっています。こ

れまでの取組みを活かしつつ、新たな視点も加えながら、社会情勢の変化に取り残され

ることがないようにしなければいけません。

国は、令和４年に、期間中であった総合戦略を抜本的に改訂し、「デジタル田園都市

国家構想総合戦略（2023～2027年度）」を策定し、これを受け、愛知県では、令和５年

に新たな地方版まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定したことから、これらの総合戦

略を勘案し、整合性をとりながら連携してまち・ひと・しごと創生を推進します。

総合戦略 2025-2030 のポイント

第１期総合戦略の策定にあたっては、市民から意見・提案を聞くために、様々な場所に出向いて多く

の「ここがいいね！」・「こうなるといいね！」を集めました。こうした市民からの「いいね！」や協議

会での議論をもとに平成28年３月に第１期総合戦略を策定しました。 

今回の総合戦略の策定にあたっては、第２期総合戦略策定時と同様に、市民意識調査（アンケート）を

実施しました。その結果からは、第２期総合戦略策定時に比べ、市民の意識や取組みが向上したものはあ

りますが、策定当初の目標を達成していない目標もあります。

このような経緯から、新たな総合戦略は、下記の３つのポイントに留意しつつ第２期総合戦略を最大限

に尊重して策定します。

人口は人口ビジョンを

下回り、基本推計も下回

る傾向で推移しています。

(※)基本推計と人口ビジョンは、

平成27（2015）年から５年ご

とに算出しているため、令和

２（2020）年までの数字は参

考値、それ以降は傾向を踏ま

えた近似値となります。

74,859 

74,648 

74,407 

74,130 

73,819 

73,497 

74,859 
74,760 

74,584 
74,383 

74,159 
73,975 

74,726 74,709 
74,509 

74,326 

74,007 

73665

73,268 

72,693 

72,331 

y = -312.85x + 75368
R² = 0.9486

72,000

72,500

73,000

73,500

74,000

74,500

75,000

75,500

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

基本推計（※） 人口ビジョン（※） 実績値（4/1住民基本台帳）
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５ 総合戦略の推進にあたって

目 指

暮らしたいまち 活躍したいまち 訪れたいまち

地域の資源を
フル活用

自然・文化、地理的な要

素だけではなく、人と人

とのつながり、多くの人

のまちへの思いなど、そ

うした全てがまちの魅力

であり地域の資源です。

その可能性や潜在力を十

分に活かしていきます。

デジタルの活用

犬山市の地方創生の取組

みにデジタルの力の活用

を加速させ、「誰もが便

利で安心して、さらに快

適に暮らすことのできる

社会」の実現を目指しま

す。

財源の工夫

企業誘致や移住定住の推

進などによる安定的な財

源の確保とともに、ふる

さと納税やクラウドファ

ンディングなど、時々に

応じたまちの魅力を活か

した財源の確保も積極的

に図っていきます。

子育て支援と

教育に

力を入れている！

誰ひとり
取り残さない

みんながいきいきと
している

犬山市の魅力

豊かな自然
がある

などなど

災害が
少ない

駅が多い
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指 す 姿

訪れたいまち
定住
促進

新しい時代の
流れを力に

「誰一人取り残さない」

社会の実現を目指すSDGs

の理念や、新型コロナウ

イルス感染拡大を契機と

する人々の意識・行動の

変化など新しい時代に即

した事業を進めます。

多様な主体との
連携協働

今後も拡大・多様化・高

度化が想定される行政

ニーズに応え、安心して

暮らせるまちの実現のた

め、市民、企業、団体、

地域の力が一体となって

地域が活性化する環境づ

くりを進めます。

人材の
発掘・育成

人口減少や高齢化が進行

し、地域の担い手が不足

する中、様々な場面や分

野での主体的に事業を推

進してくれるキーマンや

担い手となる人材を探し

たり、育てたりします。

移住
促進

暮らし続けたい！

活躍したい！

訪れてみたい

活躍してみたい

暮らしてみたい

魅力の発信
（ＰＲ）

知り合いにも
教えたい！

自慢したい！

犬山市内に住んでいる人

犬山市外に住んでいる人

総合戦略が「目指す姿」を実現するために６つの視点を持って取り組みます。



基本目標 気持ちいい住環境

“暮らしたいまち”がある
住んでほしい 住み続けてほしい

◆ 幹線道路沿いの商業施設誘致にチャレンジ。買い物の不便さを解消し、生活都市としての魅力を高めます。

◆ 「自然や“農”が近くにある暮らし」など、犬山ならではの新たな暮らし方の価値観を提案。「住むまち」

としての魅力を市内外に効果的に発信することで、都市ブランド力を高め、「住みたいまち」を実現します。

◆ 定住を促すため、空き家や低・未利用地の利活用、民間活力を活かした住宅の整備など、魅力ある住環境づ

くりに挑戦します。

◆若者世代、子育て世代の市内定住に向け、ＵＩＪターン、就業の支援に加え、子育てと仕事の両立のため、多

様な子育て支援を展開。市全体で子育てや子育てをする人をサポートし、若者が安心して結婚し、子を産み、

育てることができる社会の実現に挑戦します。

◎基本目標

子ども

若者
働く世代

Etc.

子育て
世代

⑦ 「里山に住む」仕組みづくりに挑戦します
⑧ 環境先進都市いぬやまを目指します
⑨ 誰もがいきいきと暮らせるまちをつくります
⑩ 地域の集いの場づくりを応援します
⑪ 安全・安心に暮らせるまちをつくります
⑫ 市民サービスをもっと簡単に分かりやすく

便利に

ねらい

高齢者

人口減少に直面した中で、持続可能なまちをつくるのために令和７（2025）年度か

ら令和12（2030）年度の６年間で最優先に取り組む目標と重点事業

戦略の方向性 豊かさを

６ 戦略の方向性と基本目標及び目標達成のための重点事業

★チャレンジする重点事業★

① 犬山市での子育てと女性の活躍を応援します
② 子育て支援施設を計画的に整備します
③ あらたな商業立地を積極的にすすめます
④ 住環境(インフラなど)を整えます
⑤ 空き家の活用をすすめます
⑥ 帰ろう ふるさと犬山へ 暮らそう 働く犬山で
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子ども女性



基本目標 居場所と出番

“活躍したいまち” がある
しごとがある 誰もが活躍できる

◆新たな起業や、事業継承を支援する仕組みや環境をつくります。

◆ 基幹産業である「工業」充実のため、企業誘致を推進し、「しごとの場」をつくります。

◆農産物のブランディングや６次産業化などによる経営の安定化を図る取組みの推進や支援により、地域の農業

者を育成します。

◆ すべての子どもが自信と希望(目標)を持つことができるよう、あらゆる世代の人や地域と関わりを持ちなが

ら自ら学び、成長できる環境を整えます。

◆ 女性・高齢者・障害者・外国人など多様な主体が活躍できる居場所と出番をつくります。

◆人やモノをはじめとしたあらゆる地域資源を活用した、地域に応じた多様な活動や、地域の課題を自らが解決

しようとする取り組みを応援し、市民が真ん中にいるまちづくりを推進します。

◆事業者や各種団体が持つ実績やノウハウ、大学や高校など学校と学生の力を活かし、地域課題の解決などにつ

なげます。

基本目標 人の交流

“訪れたいまち”がある
住む人の誇りを高め 訪れたい人が増える

◆ すべての取り組みを市内外に広めるシティプロモーションを展開します。「見せ方」「伝え方」を意識し、Ｓ

ＮＳなどを活用し、効果的な情報発信・まちへの愛着の醸成、深化を図ります。

◆ 「豊かな自然」「歴史遺産や文化財・観光施設が多い」という犬山市の魅力を活かして「犬山ファン」や「心

から地元を誇りに思う気持ち」を育みます。住んでいる人が地域を愛し心豊かに楽しく暮らしていることで、市

外の人にも犬山が魅力的に映り、訪れたくなるまちを目指します。訪れた人がますます「犬山ファン」となって、

「犬山に住みたい」につなげます。

◆ 「観光」を戦略的に展開。観光を基軸に地域資源を活かしながら多様な分野と連携し、観光を産業として裾野

を拡げ強化します。重点とするのは「観光の新たな魅力発掘」であり、特に「体験」「人の交流」「滞在」を

テーマに展開。多くの人が関わり活躍できるよう、市域全体でまちの魅力をつくります。

★チャレンジする重点事業★

① シティプロモーションを積極展開します
② 戦略ある“観光まちづくり”をすすめます
③ 木曽川河川空間を活性化します
④ 文化財を保存し、魅力を創出・発信します

★チャレンジする重点事業★

① 犬山らしい教育をすすめます
② がんばる企業と新たな市内創業を応援します
③ 新たな地域ブランド開発を応援します
④ 「しごとの場」を増やします
⑤ 農業でがんばる人を応援します

⑥ 地域資源をまちづくりに活かします
⑦ 文化・スポーツで活躍・交流できるまちにし
   ます
⑧ 犬山の活性化につながる連携をすすめます
⑨ みんなで地域力ＵＰ！にチャレンジします
⑩ 市民が主役のまちづくりをすすめます 

ねらい

学生

ねらい

外国人

学校

地域
NPO

実感できるまち
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６年間のすすめかた

合計特殊出生率

目標指標（KPI）

1.32 1.63

R4 R12

社会移動人口

目標指標（KPI）

288人
転出超過

200人
転入超過

R5   R12

今後も犬山市に住み続けた
いと考える市民の割合

目標指標（KPI）

90.0％ 93.0％

R6 R12

● 豊かな自然（緑）がある。

● 災害が少ない（災害に強い）。

● 公共交通（電車・バスなど）が不便であると感じている人の割合が高い。

● 子どもの生まれる数が減少。子育てしやすい環境と支援が必要。

特徴と課題

住んでほしい 住み続けてほしい！ねらい

⚫ 幹線道路沿いの商業施設誘致にチャレンジ。買い物の不便

さを解消し、生活都市としての魅力を高めます。

⚫ 「自然や“農”が近くにある暮らし」など、犬山ならでは

の新たな暮らし方の価値観を提案。「住むまち」としての

魅力を市内外に効果的に発信することで、都市ブランド力

を高め、「住みたいまち」を実現します。

⚫ 定住を促すため、空き家や低・未利用地の利活用、民間活

力を活かした住宅の整備など、魅力ある住環境づくりに挑

戦します。

⚫ 若者世代、子育て世代の市内定住に向け、ＵＩＪターン、

就業の支援に加え、子育てと仕事の両立のため、多様な子

育て支援を展開。市全体で子育てや子育てをする人をサポ

ートし、若者が安心して結婚し、子を産み、育てることが

できる社会の実現に挑戦します。

基本目標 気持ちいい住環境

“暮らしたいまち”がある

15



“暮らしたいまち”になるための「12」の重点事業

犬山市での子育てと女性の活躍を応援します

今後チャレンジする主な取り組み

16

１

●子育てと女性の活躍応援事業の実施と情報発信

●病児保育事業の実施

●多子多胎世帯支援策の強化

●産後ケア事業の利用促進

●屋内型キッズスペースの整備・運営

●給食費無償化の拡充

子育てを応援するためには、子育てに関する不安を解

消したり、子育てそのものへのサポートが大切です。犬

山市では、これまでも、そしてこれからも子どもが成人

するまでの子育てを応援し続けます。

また、「子育てが落ち着いたら自分は何をしようか」

といった不安を取り除くことも必要だと考えます。ママ

たちが集まって、子育てや自分の将来について話をした

り、働き方を考える場をつくり、ママたちの不安を解消

します。

犬山市全体で子育てや子育てをする人をサポートし、

活躍を応援し、子育てをしたいまち、出産や子育ての希

望が実現できるまちをつくります。

屋内型キッズスペース
画像

屋内型キッズスペース
画像

検討

検討



子育て支援施設を計画的に整備します

今後チャレンジする主な取り組み

基本目標 気持ちいい住環境

17

SDGｓとは？
～その１～

２
多くの子ども未来園は、建築後50年近く経過しており、施

設の老朽化が進んでいます。

この50年の間に、当時はあまり想定されていなかった３歳

未満児の保育ニーズの高まり、自動車による送迎の増加と

いった変化に施設が対応できていません。

園児達が健やかに育つように、令和元年度に策定した「子

ども未来園 施設整備10ヶ年計画」に基づき、「橋五子ども

未来園」「（仮称）新羽黒保育園」の整備を進めており、他

の保育施設の更新についても、令和５年４月に策定した「子

ども未来園 施設整備10ヶ年計画（改訂版）」に基づき、計

画的に進めていきます。

子ども未来園以外の施設に関しても計画的に整備します。

●子ども未来園施設の整備

●子育て支援センターの整備・運営

ＳＤＧｓとは、2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持

続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された，2030年までに持続可能で

よりよい世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成さ

れ，地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓ってい

ます。1)

この総合戦略の重点事業には、該当するＳＤＧｓのアイコンを掲載しています。

1) 外務省HP

検討



あらたな商業立地を積極的にすすめます

“暮らしたいまち”になるための「12」の重点事業

住環境（インフラなど）を整えます

今後チャレンジする主な取り組み

今後チャレンジする主な取り組み

18

３

４

市内の幹線道路のうち「商業集積ライン」として設定され

た道路沿いへは、飲食店を中心に商業系の施設を積極的に呼

び込みます。

地域コミュニティの維持に向けた商業施設の立地を促進し、

生活に不可欠な買い物などに困らないように、買い物の不便

さを改善し、「住むまち」としての魅力を高めます。

検討

●幹線道路への商業施設誘致

●産業集積誘導エリアへの企業誘致

犬山がもっと暮らしやすいまちになるよう、公園や公共交通

網、道路などのインフラをしっかりと整備することはとても大

切です。

市街化区域内の低・未利用地が活用しやすくなるように効果

の高まる道路整備を進め、民間のチカラを活かした宅地化を促

進します。

渋滞の改善が期待される重要な幹線道路の整備を進めます。

移動手段を持たない人が困らないための、地域住民の「足」

の確保についても様々な可能性を探りながら対応していきます。

●重要な幹線道路の整備（蝉屋長塚線など）

●安全で快適に生活できるよう道路・橋梁等の修繕や街路灯・防犯灯や防犯カメラを設置・修繕

●公共交通ネットワークの連携（交通弱者等への対応）

●宅地開発による道路整備の一部を補助 ●公共下水道の整備

●公園の整備・利活用 ●五郎丸地区の新たなまちづくりの推進

検討



定住促進や地域の活性化を目指し、空き家をまちの

資源として利活用が進むように取り組みます。

引き続き、犬山市の魅力紹介などと併せて、犬山市

ならではの空き家の情報提供(空き家バンク)を進めま

す。

空き家の活用をすすめます

●空き家情報提供（空き家バンク）による情報発信

●空き家の利活用の促進

今後チャレンジする主な取り組み

若者世代や子育て世代の市内への定住をすすめるために、

犬山市に魅力を感じてＵＩＪターンする人、犬山市で創業

する人を応援します。

帰ろうふるさと犬山へ 暮らそう働く犬山で

●ＵＩＪターンへの支援

●創業支援の実施

今後チャレンジする主な取り組み

基本目標 気持ちいい住環境

19

５

６

検討



栗栖や今井などの里山・田園集落の活性化を図るため、

地域資源を活かした定住促進を進めます。

地域活動に関わる人たちへの住宅サポートとして、空き

家や優良田園住宅の活用などに取り組みます。

また、木曽川を中心に水辺を活かした地域の活性化につ

ながる取り組みを進めます。

「里山に住む」仕組みづくりに挑戦します

●優良田園住宅制度の活用

●水辺を活かしたまちづくりプロジェクト

今後チャレンジする主な取り組み

地球環境、自然環境、生活環境などの環境問題に、環境基

本計画に基づき、市民や企業、各種団体と共同して取り組み

ます。

みなさんが取り組む省エネ・創エネ・蓄エネを支援します。

みなさんに自然の大切さを伝えます。

循環型社会の形成を推進するため、ごみ減量、資源物リサ

イクルを進めます。

環境先進都市いぬやまを目指します

●環境基本計画の推進

●省エネ・創エネ・蓄エネの推進

●広域ごみ処理施設の整備

今後チャレンジする主な取り組み

“暮らしたいまち”になるための「12」の重点事業

20

７

８

検討

検討



年齢や性別、国籍、障害の有無などに関わらず、「誰もが

居場所と役割を持ち、健康でいきいきと暮らすことができる

まち」の実現を目指します。

「誰もが健康でいきいきと暮らしていること」が、犬山市

に暮らしている人にとってはもちろん、訪れる人や、犬山市

外に暮らしている人にとってもまちの魅力となるまちづくり

を進めます。

誰もがいきいきと暮らせるまちをつくります

●子育てと女性の活躍応援事業の実施と情報発信

●介護予防事業の推進

●多文化共生の推進

●健康市民づくりの推進

●包括的な相談支援体制の構築（重層的支援体制整備）

●手話言語の普及及び障害の特性に応じたコミュニケーション

手段の利用促進

今後チャレンジする主な取り組み

高齢の方が住みなれた地元で、いつまでも安心して

暮らすことができるよう「住まい」「医療」「介護」

「予防」「生活習慣」「生活支援」が切れ目なく一体

的に提供できる仕組みづくり（地域包括ケアシステ

ム）を進めています。

そのための取り組みの一つとして、地域での仲間づ

くりや、生きがいの支援、介護予防を目的に地域の

「集いの場」を自ら開設しようとする熱意ある団体を

応援し、参加を促すなどの取組みを進めます。

地域の集いの場づくりを応援します

●地域の集いの場づくりの支援

地域の集会場などを利用し、地域の高齢者を始めあらゆる世

代が主体となって健康づくりや介護予防などを目的とした

「集いの場」の開設、運営に必要な支援を行います。

写真

今後チャレンジする主な取り組み

基本目標 気持ちいい住環境

21

９

10

検討



子どもから大人まで、誰もが、安全なまちで安心して

暮らしていると実感できるまちとなるように、もっと災

害に強いまちとなるように、防災・減災に取り組み強靭

なまちを作ります。

防犯や交通安全対策を支援します。

何かあったときの消防、救急、救助、医療などの安全

体制を強化します。

安全・安心に暮らせるまちをつくります

●通学路安全（路側帯のカラー舗装など）対策整備

●家庭や地域での防犯・防災対策支援

●災害対策、非常時の体制構築と環境整備

今後チャレンジする主な取り組み

利用者である市民が、もっと簡単に、便利に市役所の

サービスを受けられるように、手続きの方法がもっと分

かりやすくなるように、市民の目線で考えて、市民サー

ビスを見直します。

市民満足度の更なる向上を図るため、「親切、丁寧で

スピーディな対応」「ＤＸの推進」「ストレスフリーな

環境整備」「市民との情報共有」に取り組み、「行かな

くてよい市役所」を目指します。

12 市民サービスをもっと簡単に分かりやすく便利に

●ＩＣＴの活用（手続きのオンライン化、キャッシュレス化）

今後チャレンジする主な取り組み

“暮らしたいまち”になるための「12」の重点事業

22

11

検討

検討



● 市内で買い物をする割合が少ない

● 雇用の受け皿・市の産業を支える中心として工業の影響が大きい

● 年齢や性別、国籍、障害の有無に関わらず、誰もが活躍できる支援や仕組みが必要

●農業従事者の高齢化や農地の有効利用への対応が必要

特徴と課題

６年間のすすめかた

R6 R12

目標指標（KPI）

2,433 2,545

事業所数※

しごとがある！誰もが活躍できる！ねらい

R6 R12

目標指標（KPI）

10.8％ 18.0％

市民活動に参加し
ている市民の割合

基本目標 居場所と出番

●新たな起業や、事業継承を支援する仕組みや環境を

つくります。

●基幹産業である「工業」充実のため、企業誘致を推

進し、「しごとの場」をつくります。

●農産物のブランディングや６次産業化などによる経

営の安定化を図る取組みの推進や支援により、地域

の農業者を育成します。

●すべての子どもが自信と希望(目標)を持つことがで

きるよう、あらゆる世代の人や地域と関わりを持ち

ながら自ら学び、成長できる環境を整えます。

●女性・高齢者・障害者・外国人など多様な主体が活

躍できる居場所と出番をつくります。

●人やモノをはじめとしたあらゆる地域資源を活用し

た、地域に応じた多様な活動や、地域の課題を自ら

が解決しようとする取り組みを応援し、市民が真ん

中にいるまちづくりを推進します。

●事業者や各種団体が持つ実績やノウハウ、大学や高

校など学校と学生の力を活かし、地域課題の解決な

どにつなげます。

“活躍したいまち”がある

23

※ 事業所数…民営事業所の数
（経済センサスより）



“活躍したいまち”になるための「10」の重点事業

犬山市では、少人数学級やＴＴ（チームティーチン

グ）の実施、独自の副教本・副教材の活用などの特色あ

る教育を進めています。

「感性豊かな人づくり」を目指して、特に読解力の向

上を目指して、図書館コーディネーターの配置や学校司

書との連携などにより読書活動の推進や授業改善を行っ

ています。幼保小中が連携して、感性豊かなどんな社会

でも活躍できる人材を育てます。

情報収集・活用能力や問題解決能力を養うため教育に

おけるＩＣＴの利活用を促進します。

子どもたちの健やかな育ちを応援するため、学校施設

を積極的に改善します。

犬山市の特色ある教育や、食育の一環としての学校給

食を知ってもらう機会を作ります。

１ 犬山らしい教育をすすめます

●読解力向上推進

●学校施設の計画的な整備・改修

今後チャレンジする主な取り組み

24

検討

検討



長年営業してきたお店や工場の後継者を探したいと考えている人へ

の支援、また継続して営業していくために必要な計画づくりや設備投

資への支援など、市内企業が今後も存続していくためのさまざまな支

援に取り組みます。

また、創業したい人が抱える悩みを解決し、自信をもって創業でき

るように支援します。

がんばる企業と新たな市内創業を応援します

●市内企業の事業継続・承継の支援

●企業のマーケティング戦略の強化支援

●就業希望者への知識習得と事業計画づくり、設備投

資への支援

自慢できる名物がたくさんあることで、まちの魅力が

一層高まります。多くの犬山産品が生まれ、磨かれるよ

う、様々な取り組みを支援します。

特に、市内で作る農産物等を加工して新たな地域ブラ

ンドや商品を開発する事業を応援します。

３ 新たな地域ブランド開発を応援します

●新商品・新メニューの開発の支援

●農作物等ブランディング化の推進

基本目標 居場所と出番

今後チャレンジする主な取り組み

今後チャレンジする主な取り組み
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２

検討

検討



犬山市の工業は、昭和30年代後半から急速な発展をとげてき

ました。

現在でも、犬山市内では、製造業で働いている人が最も多く

なっています。

市内産業の活性化に繋がる土地利用を想定した地域（産業集

積誘導エリア）をはじめとして、市内での製造業系の企業立地

や市内企業の事業拡張などを促し、雇用の場の創出を図りま

す。

「しごとの場」を増やします

●産業集積誘導エリアへの企業誘致

●市内企業の再投資を支援

今後チャレンジする主な取り組み

農業従事者の高齢化や後継者不足が進んでおり、農業の担

い手減少が深刻な問題となっています。また、担い手減少に

よって、耕作放棄地や管理が不十分な農地が増えています。

農業後継者や新規就農者の確保や育成を図り、農地の有効利

用を促進します。

農産物のブランディングや６次産業化などによる経営の安定

化を図る取組みの推進や支援により、地域の農業者を育成しま

す。

農業でがんばる人を応援します

●農業の担い手の確保と育成

今後チャレンジする主な取り組み

“活躍したいまち”になるための「10」の重点事業
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検討
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基本目標 居場所と出番

地域資源をまちづくりに活かします

●シェアによるまちづくりの普及と地域課題の解決

●地域資源の見える化と活用促進

シェアリングエコノミーとは、個人の「資産」（モノ、

建物など）や「能力」（スキル、知識など）などを、必

要とする人に貸し出すなどの方法で提供し、有効に活用

する経済活動の仕組みの一つです。

また、経済活動としてだけでなく、人と人とのつなが

りのきっかけともなり、さらに、シェアという考え方は、

地域課題の解決や、公共サービスの補完という役割も期

待できます。

地域経済の活性化と持続可能な地域づくりのため、

シェアの普及に取り組みます。

市民文化会館や市体育館をはじめとする社会教育施設

を計画的に修繕し、「観る」「行う」などの活躍を通じ

て、文化やスポーツに親しむ場と機会を確保し、市民の

文化、スポーツを通じた活躍・交流を促進します。

市民が実施する生涯学習事業や、市内中学校の部活動

の指導者など、市内の文化・スポーツ活動に地域の人材

力を活かします。

スポーツによる市民交流や地域の活性化をすすめるた

め、民間事業者などと連携し、新たなスポーツ大会の誘

致に取り組みます。

文化・スポーツで活躍・交流できるまちにします

●社会教育施設の修繕・改修

●文化創造の機運を高める事業の推進

●スポーツコミッションなどでのまちの活性化

●部活動の地域への移行・地域での展開

今後チャレンジする主な取り組み

今後チャレンジする主な取り組み
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“活躍したいまち”になるための「10」の重点事業

犬山市では、そこに住む人たちの手によって、地域ご

との特性を活かしたまちづくりが進められています。

そうした活動の中で、より快適で魅力あふれる地域を

目指し、地域住民自身が地域の課題を解決していく取り

組みを、行政と住民、関係者が一緒になって進めます。

同時に、地域を支える人材を掘り起し育成をしていきま

す。

また、取り組みの成果は事業を実施した他の地域とも

共有し、市全体での地域づくりにつなげます。

みんなで地域力ＵＰ！にチャレンジします

●地域の課題解決の支援

モデル地域の設定、地域で活動する団体等の調査、ワーク

ショップを通じた課題などの抽出、地域の将来像、などを検

討し実践するモデル事業に取り組みます

地方創生や地域の活性化には、人口減少や高齢化など

多くの課題が絡み合っているため、市、民間事業者、団

体や学校が単独で解決をするのは容易ではなく、多様な

主体との関わりが重要です。

商工会議所をはじめ市内各種団体や大学、民間事業者

などとの連携は、経済の活性化、子育て支援、教育の充

実など幅広い分野で課題の解決のほか、新たな事業の創

出、魅力の向上など、多くの可能性が期待できます。

包括協定や個別の分野や内容で締結する協定などに基

づき、また、さらに新たな連携も探りながら取り組みを

推進していきます。

犬山の活性化につながる連携をすすめます

●連携事業の継続と充実

今後チャレンジする主な取り組み

今後チャレンジする主な取り組み
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基本目標 居場所と出番

犬山市協働のまちづくり基本条例の普及・啓

発に取り組み、市民参加を推進します。

「市民活動の拠点」「新たなまちづくりの拠

点」「分野を超えた人との出会い、さまざまな

形で社会とつながるきっかけや、地域の資源が

見つかる場所」である協働プラザのを活用し、

地域課題の調査を行い、市民と一緒に課題の解

決に取り組みます。

すべての市民はまちの担い手であり、まちの

魅力は人によって生まれ、磨かれます。市民一

人ひとりの「このまちが好き！」「ほっとけな

い！」の想いを、自立した市民活動として展開

できるよう、支援を続けます。

市民が主役のまちづくりをすすめます

●協働プラザの整備・運営

●市民活動支援施策の推進

●市民活動団体が自立するための団体経営に関する支援の

強化

●“活躍の場”づくり（フューチャーセッション）の実施

●地域資源バンクの活用

●地域の担い手育成

今後チャレンジする主な取り組み
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10

協働プラザとは？
従来の市民活動団体に加え、町内会やコ
ミュニティ等の地縁組織、企業、個人を
含めた多様な人材が行う社会的活動を支
援するための拠点施設です。

検討

検討
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ＳＤＧｓとは？その２

ここでは、ＳＤＧｓの17のアイコンが示す目標を紹介します。

目標 アイコン 内 容

１ あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

２ 飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する

３ あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する

４ すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

５ ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う

６ すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

７ すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する

８
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある
人間らしい雇用(ディーセント・ワーク)を促進する

９
強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベー
ションの推進を図る

１０ 各国内及び各国間の不平等を是正する

１１ 包摂的で安全かつ強靱(レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する

１２ 持続可能な生産消費形態を確保する

１３ 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

１４ 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する

１５
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、
ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

１６
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを
提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

１７ 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する

和訳参照 総務省（2019年8月）



特徴と課題

６年間のすすめかた

住む人の誇りを高め 訪れたい人が増えるねらい

関係人口数（ずっといぬや
ま応援団登録団員数）

17人 2,000人

目標指標（KPI）

R6 R12

犬山のまちに愛着を
感じる市民の割合

82.9％ 85.0％

目標指標（KPI）

R6 R12

●すべての取り組みを市内外に広めるシティプロモーショ

ンを展開します。

●「見せ方」「伝え方」を意識し、ＳＮＳなどを活用し、

効果的な情報発信・まちへの愛着の醸成、深化を図りま

す。

●「豊かな自然」「歴史遺産や文化財・観光施設が多い」

という犬山市の魅力を活かして「犬山ファン」や「心か

ら地元を誇りに思う気持ち」を育みます。

●住んでいる人が地域を愛し心豊かに楽しく暮らしている

ことで、市外の人にも犬山が魅力的に映り、訪れたくな

るまちを目指します。訪れた人がますます「犬山ファン

」となって、「犬山に住みたい」につなげます。

●「観光」を戦略的に展開し、観光を基軸に地域資源を活

かしながら多様な分野と連携し、産業として裾野を拡げ

ることで経済効果の創出に取り組みます。重点とするの

は「観光の新たな魅力発掘」であり、特に「体験」「人

の交流」「滞在」をテーマに展開。多くの人が関わり活

躍できるよう、市域全体でまちの魅力をつくります。

● 犬山の魅力や情報を市内外に向けて効果的に発信できていない

● 観光客数は増加傾向だが、戦略に基づいた取組みが必要

● 市民が思う犬山市の魅力は「豊かな自然」や「歴史遺産・文化財・観光施設が多い」

“訪れたいまち”がある

基本目標 人の交流
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“訪れたいまち”になるための「４」の重点事業

すべての取組みを市内外に発信！愛されるまち犬山へ！

犬山市の魅力、暮らし、行政サービスの内容などを、

市内に住む人にわかりやすく伝えることで、犬山の良さ

を再認識してもらい、もっと犬山市を好きになってもら

うことが大切です。

また、犬山市の魅力などの情報を広く発信することで、

市外の人に犬山市という、まち全体に興味や関心を持っ

てもらい、まずは「行ってみたい」まちへ、そこから

「住んでみたい」まちになることを目指します。

また、犬山市内で開催される文化やスポーツ、健康に

関するイベントを、市外に向けてさまざまなツール（手

段）を利用して、積極的に発信し、趣味や活動を通じた

犬山ファンを増やします。

シティプロモーションを通じて、ふるさと犬山への愛

着を高めることを目指します。そこから、地域を大切に

する新たな活動も生まれるものと考えます。

住んでいる人が心豊かに暮らしているから、訪れた人

も楽しくなる・・・。シティプロモーションを展開し、

誰もが「豊かさを実感できるまち」を目指します。

１ シティプロモーションを積極展開します

●市ホームページやＳＮＳなどによる効果的な情報

発信

●シティプロモーションの強化・充実

シティプロモーションとは？
定義は明確でなく捉え方も多様ですが、
ここでは地域の魅力を掘り起こし、その
魅力を内外に発信することで地域の活性
化を図る取り組みを指します。
特に、そうした活動を通じた住民の地域
への愛着度の向上が重要と考えます。

今後チャレンジする主な取組み
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基本目標 人の交流

これまで観光とは縁遠かった、ひと・組織・産業など、

さまざまな分野の地域資源とのかけ合わせにより、新し

い観光コンテンツ、観光産業を創り出します。

また、観光の分野に多くの市民の皆さんが参画できる

仕組みをつくり、さらなる観光振興を図ります。

観光に関わる産業の裾野を拡げることで経済効果を市

全体に拡げることに挑戦します。特に「人の交流や体

験」など、新たな魅力の発掘にチャレンジします。

２ 戦略ある“観光まちづくり”をすすめます

●観光戦略の推進

●市内各所の豊富で多彩な地域資源を活かした観光コ

ンテンツ造成の推進

今後チャレンジする主な取り組み

木曽川は、風致景観の優秀さと学術的価値の高さから、国の名勝

に指定されています。このような木曽川の魅力を活かした河川空間

の活性化に取り組みます。さらなるにぎわいや地域活力が創出され、

かつ持続し続けられる仕組みづくりを進めます。

内田地区では、犬山城や城下町に近いことから、観光客を誘導し

回遊性と河畔の魅力を高めるために必要な整備や取り組みを実施し

ます。

栗栖地区では豊かなみどりと河川空間という自然の魅力を活かし

た地域活性化、および移住・定住を促進する活動の支援に取り組み

ます。

３ 木曽川河川空間を活性化します

●木曽川河畔の整備

●飲食・物販やイベントなどを通じたにぎわいと地域活

力の創出

今後チャレンジする主な取り組み
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“訪れたいまち”になるための「４」の重点事業

犬山市内には、国宝犬山城天守やユネスコ無形文化遺

産になった「犬山祭の車山行事」をはじめ、国指定（登

録）・県指定・市指定を合わせて220件の文化財があり、

そのほかにも未指定の文化財が豊富にあります。

市内各地に存在する文化財を後世へと引き継ぐため、

適切に保存するとともに、展示・公開などの活用を進め、

魅力ＵＰに取り組みます。

市内に広がる文化財の魅力によって、犬山市へ「訪れ

たい」と思う人や、住むまちとしての誇りや愛着、関心

をもてる人を増やします。

文化財を保存し、魅力を創出・発信します

●歴史資料等の収集・編纂

●犬山歴史文化ぷらっとフォームの取組み

●犬山城大手門枡形跡（犬山市福祉会館跡地）整備

今後チャレンジする主な取り組み
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７ 事業一覧

基本目標 気持ちいい住環境「暮らしたいまちがある」

チャレンジする重点事業 今後チャレンジする主な取り組み

犬山市での子育てと女性の活躍を応援します

子育てと女性の活躍応援事業の実施と情報発信

病児保育事業の実施

多子多胎世帯支援策の強化

産後ケア事業の利用促進

屋内型キッズスペースの整備・運営

給食費無償化の拡充

子育て支援施設を計画的に整備します
子ども未来園施設の整備

子育て支援センターの整備・運営

あらたな商業立地を積極的にすすめます
幹線道路への商業施設誘致

産業集積誘導エリアへの企業誘致

住環境（インフラなど）を整えます

重要な幹線道路の整備(蝉屋長塚線など)

安全で快適に生活できるよう道路・橋梁等の修繕や街路灯・
防犯灯や防犯カメラを設置・修繕

公共交通ネットワークの連携（交通弱者等への対応）

宅地開発による道路整備の一部を補助

公共下水道の整備

公園の整備・利活用

五郎丸地区の新たなまちづくりの推進

空き家の活用をすすめます
空き家情報提供（空き家バンク）による情報発信

空き家の利活用の促進

帰ろう ふるさと犬山へ 暮らそう 働く犬山で
ＵＩＪターンへの支援

創業支援の実施

「里山に住む」仕組みづくりに挑戦します
優良田園住宅制度の活用

水辺を活かしたまちづくりプロジェクト

環境先進都市いぬやまを目指します

環境基本計画の推進

省エネ・創エネ・蓄エネの推進

広域ごみ処理施設の整備

誰もがいきいきと暮らせるまちをつくります

子育ての女性の活躍応援事業の実施と情報発信

介護予防事業の推進

多文化共生の推進

健康市民づくりの推進

包括的な相談支援体制の構築（重層的支援体制整備）

手話言語の普及及び障害の特性に応じたコミュニケーション
手段の利用促進

地域の集いの場づくりを応援します 地域の集いの場づくりの支援

安全・安心に暮らせるまちをつくります

通学路安全（路側帯のカラー舗装など）対策整備

家庭や地域での防犯・防災対策支援

災害対策、非常時の体制構築と環境整備

市民サービスをもっと簡単に分かりやすく便利に ＩＣＴの活用（手続きのオンライン化、キャッシュレス化）
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チャレンジする重点事業 今後チャレンジする主な取り組み

犬山らしい教育を進めます
読解力向上推進

学校施設の計画的な整備・改修

がんばる企業と新たな市内創業を応援します

市内企業の事業継続・承継の支援

企業のマーケティング戦略の強化支援

就業希望者への知識習得と事業計画づくり、設備投資へ
の支援

新たな地域ブランド開発を応援します
新商品・新メニューの開発の支援

農産物等ブランディング化の推進

「しごとの場」を増やします
産業集積誘導エリアへの企業誘致

市内企業の再投資を支援

農業でがんばる人を応援します 農業の担い手の確保と育成

地域資源をまちづくりに活かします
シェアによるまちづくりの普及と地域課題の解決

地域資源の見える化と活用促進

文化・スポーツで活躍・交流できるまちにしま
す

社会教育施設の修繕・改修

文化創造の機運を高める事業の推進

スポーツコミッションなどでのまちの活性化

部活動の地域への移行・地域での展開

犬山の活性化につながる連携をすすめます 連携事業の継続と充実

みんなで地域力ＵＰ！にチャレンジします 地域の課題解決の支援

市民が主役のまちづくりをすすめます

協働プラザの整備・運営

市民活動支援施策の推進

市民活動団体が自立するための団体経営に関する支援の
強化

“活躍の場”づくり（フューチャーセッション）の実施

地域資源バンクの活用

地域の担い手育成

基本目標 居場所と出番「活躍したいまちがある」
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チャレンジする重点事業 今後チャレンジする主な取り組み

シティプロモーションを積極展開します
市ホームページやＳＮＳなどによる効果的な情報発信

シティプロモーションの強化・充実

戦略ある“観光まちづくり”をすすめます

観光戦略の推進

市内各所の豊富で多彩な地域資源を活かした観光コンテ
ンツ造成の推進

木曽川河川空間を活性化します

木曽川河畔の整備

飲食・物販やイベントなどを通じたにぎわいと地域活力
の創出

文化財を保存し、魅力を創出・発信します

歴史資料等の収集・編纂

犬山歴史文化ぷらっとフォームの取組み

犬山城大手門桝形跡（犬山市福祉会館跡地）整備

基本目標 人の交流「訪れたいまちがある」
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８ 適切な進捗管理を実施して効果を検証します

計画の進み具合をしっかり管理します

これまでの戦略では、総合計画審議会において、犬山市総合計画とともに、毎年度ＰＤＣＡ

サイクルによる進捗管理を実施してきました。

今回のこの戦略についても、目標年度である令和12年度までの間、設定した目標指標(ＫＰ

Ｉ)などを踏まえ、戦略の進捗を評価・検証し、必要な改善を行った上で、翌年度以降の計画を

立てて施策を実施します。

加えて、各種統計情報の結果なども踏まえ、状況を常に把握しながら必要に応じて的確に見直し

を図っていきます。


